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• フィラメント中での星形成 (Andre+ 2010…)
– 高密度コアの>75%は超臨界のフィラメント中に存在 (ML>2cs^2/G~16Msun/pc)
– フィラメント形成 → コア形成 → 星形成

• 初期質量関数～コア質量関数 (Motte+1998,…)

• フィラメントはどう初期質量関数に関係するか？

Andre et al. 2010



フィラメントの質量関数

• フィラメントの質量関数の冪はIMFと似ている
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599本のフィラメント(IC5146, Orion B, Aquila, Musca, Polaris, Pipe, Taurus L1495, Ophiuchus)
Aspect ratio > 3 and column density contrast δΣfil/Σcloud > 30%
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フィラメント線密度の頻度分布
が直接CMFの冪になっている
という主張

Mlineのフィラメントに形成さ
れるコアの質量関数
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フィラメントの内で
コアになる質量

• ୪୧୬ୣ ୪୧୬ୣ
ୡ୰୧୲: 0

• ୪୧୬ୣ ୪୧୬ୣ
ୡ୰୧୲: 15-20%

(Konyves+2015)

フィラメント線密度
の頻度分布

Toy model



• 巨大惑星形成のシナリオ
– Coreができた後でガスを纏う
– 重力不安定性で作る

⇔ 木星の重力モーメントの観測により中心にコアがあることが示唆
(Bolton+2017)

• 目的
– 重力不安定シナリオでもダストが集まってコアができるか？

– Boley & Durisen (2010)で分裂片でダストが集積することを示しているが，よ
り高解像度で調べる。

• 手法
– 3次元shearing-box simulation using PENCIL code with ଶ

– β coolingを入れる。 ଴ ୡ
ିଵ

௖
ିଵ

– ダストはラグランジュ粒子として入れる（百万粒子)。
ダストーガス比は0.01。計算は単一サイズのダストでストークス数で指定
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圧力極大にダストが集積
• St=0.01, 10のとき：重力崩壊はしない

• 大気の金属量は初期値より大きい
• St=0.1, 1のとき：重力崩壊する

• Several Jupiter masses with central solid 
cores typically of a few tens of ⊕

• 大気の金属量は初期値より小さい

結果：コアの形成と大気の金属量



ダストなし ( ଶ

ダストあり， ( ଶ

分裂片は
コヒーレントに回転

• 奇麗な回転は
見られない。

• Coreの周囲に
satellites ( ⊕

ができる。

結果：satelliteの形成
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• 面密度頻度分布は低密度側はlog-normalで高密度側はpower lawになる
→ 臨界の面密度はどうやって決まっているのか？

• シミュレーション
– 初期条件：平板形状をしてsubcriticalな分子雲に乱流（super Alfvenic)を与える。

• 圧縮されて密度が高くなったところで，両極性拡散が効きsuper-criticalになる→重力収縮

– 𝜏୅ୈ ∝ 𝐿ଶ𝜌
య

మ 𝐵ିଶ ∝ 𝜌ି଴.ହ (𝐿 ∝ 𝜌ି଴.ହ, 𝐵 ∝ Σ ∝ 𝜌𝐻 ∝ 𝜌ି଴.ହ)

• 両極性拡散が効き始める面密度が臨界面密度になる。

• 計算により，臨界面密度は乱流のAlfven Mach numberに比例することがわかり，
解析的にも理解できる。



• 大質量クランプを異なるスケールで観測し，近くのHII領域からの誘発の
可能性を探る。
– 1.3cm, 3.5mm, 1.3mm, 870umのデータと4.5, 8.0, 24, 70um

• 誘発の兆候はあまりなかった。（8個のクランプのうち3つはそれっぽい様
子が見える) → 大きなサンプルでの研究が必要






